
時刻とカレンダーを合わせる

アラームを使う

1. �Ⓜボタンをくり返し押して、 
モードを「時刻・カレンダー」にする

2. Ⓐボタンを2秒間以上押し続ける
「秒」が点滅し、設定できるようになります。

3. Ⓒボタンを押して「秒」を合わせる
• �Ⓒボタンを押すと、「秒」が「00」に修正されます。30秒〜59秒

のときにⒸボタンを押すと、「分」が1分桁上げされます。

4. Ⓐボタンをくり返し押して、合わせる対象を選ぶ
Ⓐボタンを押すごとに、次のように対象が切り替わります。
秒→分→時→12/24時間制→月→日→年

5. Ⓒボタンを押して、修正する
• ボタンを押し続けると、表示が連続して変わります。
• 12時間制表示では、午前と午後を間違えないように注意します。
• 修正中、Ⓜボタンを押すと中断できます。

6. Ⓜボタンを押して、終了する

1. �Ⓜボタンをくり返し押して、 
モードを「アラーム」にする

2. Ⓐボタンを2秒間以上押し続ける
「時」が点滅して、設定できるようになります。

3. Ⓒボタンを押して、「時」を修正する
• ボタンを押し続けると、表示が連続して変わります。

4. Ⓐボタンを押す
「分」が点滅して、修正できるようになります。

5. Ⓒボタンを押して、「分」を修正する
6. Ⓜボタンを押して、終了する

• モデルによってデザインが異なります。
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各部の名称

• 充電時間 / 仕様 / 操作の詳細は、取扱説明書をご参照ください。

• この時計はソーラーパワーウオッチです。ソーラーセルを光に当てて、十分に充電された状態でお使いください。

D600取扱説明書

ソーラーセル

モードマーク

デジタル
表示

充電量表示

Ⓐボタン

Ⓜボタン

Ⓑボタン
（ランプ）

Ⓒボタン

アラーム音をとめる

アラームのON/OFFを切り替える

アラーム音を確認する

いずれかのボタンを押します。
• アラーム音は、約15秒間鳴ります。

アラームモードで、Ⓒボタンを押すごとに、ONとOFFが切り替わります。

アラームモードでⒸボタンを押し続けると、ボタンを押している間
アラーム音を確認することができます。

1/100秒単位、最大24時間まで計測できます。

1. �Ⓜボタンをくり返し押して、 
モードを「クロノグラフ」にする

2. Ⓐボタンを押す
計測が始まります。
スタート/ストップ ： Ⓐボタンを押します。
リセット ： ストップ中に、Ⓒボタンを押します。
• �計測中にⒸボタンを押すと、経過時間（スプリットタイム）が 

約10秒間表示され、「SPL」が点滅します。

クロノグラフを使う

最大99分まで、1分刻みでタイマーを設定することができます。
• モードを切り替えてもタイマーは継続されます。

1. �Ⓜボタンをくり返し押して、 
モードを「タイマー」にする

2. �Ⓒボタンを押して、 
タイマー時間を設定する
• �ボタンを押し続けると、表示が連続して 

変わります。

3. Ⓐボタンを押す
タイマーがスタートします。
スタート/ストップ ： Ⓐボタンを押します。
リセット ： ストップ中に、Ⓒボタンを押します。
• �タイマー作動中にⒸボタンを押すと、設定した時間から改めて

カウントダウンを始めます。

タイマーを使う

二次電池に残された充電量の目安を表示します。

充電量を確認する

設定時間が過ぎると

タイムアップ音が約5秒間鳴ります。

次へ続く

表示

充電量 ほぼ満タン 中くらい 少ない

http://citizen.jp/cs/support/dl/pdf/d600.pdf


オールリセットを行う

オールリセットのあとは
オールリセットあとは、時刻合わせ、カレンダー合わせ、アラームの
設定を行ってください。

1. Ⓐ、Ⓑ、Ⓒ、Ⓜボタンをすべて同時に押して離す
表示がすべて点灯します。

2. いずれかのボタンを押す
確認音が鳴り、時刻が12時00分00秒になります。

「時刻モード」の時刻の他に、別の時刻をセットすることができます。

1. �Ⓜボタンをくり返し押して、 
モードを「ローカルタイム」にする

2. Ⓐボタンを2秒間以上押し続ける
「時」が点滅し、設定できるようになります。

3. Ⓒボタンを押して、「時」を修正する
• Ⓒボタンを押し続けると、表示が連続して変わります。

4. Ⓐボタンを押す
「分」が点滅し、修正できるようになります。

5. Ⓒボタンを押して、「分」を修正する
6. Ⓜボタンを押して、終了する

ローカルタイムを使う
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